
令和７年度夏休みプログラミング教室開催業務プロポーザル審査会 議事録 
 

１．開催日時 令和７年６月２３日（月）10 時 30 分～11 時 15 分 
 

２．開催場所 ひととものづくり科学館 ヒルズルーム 
 

３．審査委員 公立小松大学 教授 香川 博之 

       国立大学法人金沢大学 教授 米徳 大輔 

       小松市教育委員会教育庶務課長 中川 久美子 

       ひととものづくり科学館 副館長 多井 伸明 
 

４．次第   （１）審査方法の説明 

（２）プレゼンテーション審査会 

（３）集計及び優先交渉権者の決定 

 

５．会議の経過 

（１）審査方法の説明 

事務局 業務の経緯・目的を、資料に基づき説明。 

審査内容について、資料に基づき審査方法説明。 

事務局 各委員より質問はありませんか。 

審査委員 質問なし 
 

（２）プレゼンテーション審査会 

事務局 只今より、令和７年度夏休みプログラミング教室開催業務プロポーザル審査

を始めます。 

プレゼンテーションは 20 分以内です。 

Ａ社はプレゼンテーションを初めてください。 

Ａ社 プレゼンテーション 

事務局 それでは審査委員からの質疑に入ります。 

質問のある方は、ご発言をお願いします。 

 質疑応答 

事務局 時間ですので、質疑を終了します。お疲れさまでした。 

審査結果は後日通知します。 

Ａ社は退出をお願いします。 

事務局 審査委員の皆様お疲れさまでした。 

採点表の記入をお願いします。 
 

（３）集計及び優先交渉権者の決定 

事務局 記入が終わりましたら採点表を回収します。 

集計しますのでしばらくお待ちください。 

採点結果を発表します。 

基準点である審査委員全員の評価点が 60 点以上のため、Ａ社を優先交渉権

者として決定したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

審査委員 同意 

岡田 それではＡ社を優先交渉権者として決定します。 

以上でプロポーザル審査会を終了します。お疲れさまでした。 

 


